
平
成
23
年
３
月
11
日
。私
た
ち
は
、こ
の
日
を
決
し
て
忘
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

14
時
46
分
、マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド（
Ｍ
）９・
０
の
巨
大
地
震
が
発
生
。

銚
子
市
は
最
大
震
度
５
強
を
観
測
し
ま
し
た
。

幸
い
に
も
本
市
で
は
、尊
い
人
命
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、地
震
に
よ
る
建
物
や
道
路
、水
道
施
設
な
ど
の
損
壊

に
加
え
、沿
岸
部
を
襲
っ
た
津
波
に
よ
り
、家
屋
を
は
じ
め
漁
港
施

設
や
船
舶
、工
場
、マ
リ
ー
ナ
、千
葉
科
学
大
学
な
ど
が
甚
大
な
被
害

に
あ
い
ま
し
た
。

ま
さ
に
未
曾
有
の
大
災
害
で
あ
っ
た「
東
日
本
大
震
災
」。し
か

し
、こ
う
し
た
災
害
は
、い
つ
ま
た
襲
っ
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

突
然
襲
っ
て
く
る
地
震
や
津
波
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、私
た
ち

は
今
後
ど
の
よ
う
な
意
識
を
持
ち
、行
動
を
と
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。

千
葉
科
学
大
学
危
機
管
理
学
部
准
教
授
で
、銚
子
市
危
機
管
理
担

当
参
与
の
藤
本
一
雄
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

特地
震
・
津
波
か
ら

　
　

身
を
守
る
た
め
に

地
震
・
津
波
か
ら

　
　

身
を
守
る
た
め
に

集

藤本一雄さん プロフィール
千葉科学大学危機管理学部危機管理
システム学科准教授。銚子市危機管理
担当参与。
地震ハザードマップの作成に関する
研究のほか、平成19年度「千葉県地震
被害想定調査」にも携わる。
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特 集 地震・津波から身を守るために

▶
津
波
に
よ
り
浸
水
し
た
潮
見
町
地
区

（
平
成
23
年
３
月
11
日
16
時
10
分
こ
ろ

写
真
提
供
・
室
井
房
治
さ
ん
）

右
側
に「
延
宝
地
震
の
再
来
想
定
津

波
高
」の
標
識
が
見
え
る

■
図
２ 

銚
子
漁
港
の
津
波
波
形
グ
ラ
フ

　
　
　

（
気
象
庁
資
料
）

4m

3

2

1

0

-1

-2
0 3 6 9 12 15 18 21 0 3 6 9 12 15 18 21時 

（表１）銚子市内の被災状況

（国土地理院「浸水概況図」をもとに作成）

※津波の高さは発表当時の数値

人的被害

平成23年３月11日

平成23年３月12日

死者 ０人　
行方不明者 １人　
重傷者 ２人　
軽傷者 17人　

14時46分

14時49分

15時10分

15時13分

15時14分

15時31分

17時22分

※行方不明者１人は県外での被災

住家被害
全壊 29世帯
半壊 134世帯
一部損壊 1,938世帯
床上浸水 11世帯

（平成23年12月６日現在）

（表2）銚子市における津波の状況

津
波
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
銚
子
マ
リ
ー
ナ
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス（
平
成
23
年
３
月
12
日
撮
影
）

津
波
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
銚
子
マ
リ
ー
ナ
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス（
平
成
23
年
３
月
12
日
撮
影
）

津
波
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
銚
子
マ
リ
ー
ナ
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス（
平
成
23
年
３
月
12
日
撮
影
）

■図１ 銚子市の浸水被害の状況
気
象
庁
に
よ
り「
平
成
23
年

（
２
０
１
１
年
）東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
」と
命
名
さ
れ
た
こ
の

地
震
の
震
源
は
、
牡
鹿
半
島（
宮

城
県
）の
東
南
東
約
１
３
０
キ
ロ

付
近
で
、
震
源
の
深
さ
は
約
24

キ
ロ
と
浅
く
、
震
源
域
は
岩
手

県
沖
か
ら
茨
城
県
沖
ま
で
の
５

０
０
キ
ロ
に
及
び
ま
し
た
。

14
時
46
分
に
地
震
が
発
生
し
、

14
時
49
分
に
気
象
庁
か
ら
津
波

警
報
が
発
表
さ
れ
、
津
波
の
第

１
波
が
到
達
し
た
の
は
15
時
13

分
で
し
た
。
地
震
発
生
か
ら
津

波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
の
は
３

分
後
、
津
波
が
到
達
し
た
の
は

27
分
後
で
す
。
ま
さ
に
こ
の
時

間
が
、
地
震
発
生
か
ら
直
後
の

避
難
行
動
に
移
る
た
め
の
目
安

に
な
り
ま
す
。

千
葉
科
学
大
学
の
あ
る
潮
見

町
地
区
は
、
市
内
で
も
津
波
に

よ
る
被
害
が
特
に
大
き
か
っ
た

地
域
で
、
大
学
で
は
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
船
舶
が
打
ち
上
げ
ら
れ

る
な
ど
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
の

は
17
時
22
分
の
最
大
波
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
21
時
30
分
こ

ろ
の
津
波
が
、
千
葉
科
学
大
学

に
船
舶
を
打
ち
上
げ
て
い
た
と
目

撃
証
言
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

銚
子
漁
港
の
津
波
波
形
グ
ラ
フ

（
図
２
）を
見
て
わ
か
る
と
お
り
、

深
夜
ま
で
何
度
も
最
大
波
に
せ
ま

る
津
波
が
押
し
寄
せ
て
き
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
津
波
か
ら
一

度
避
難
し
た
ら
、
絶
対
に
戻
ら
な

い
こ
と
が
重
要
で
す
。

地
震
発
生
か
ら
27
分
後
に
津
波（
第
1
波
）が
到
達

地
震
発
生
か
ら
27
分
後
に
津
波（
第
1
波
）が
到
達

千
葉
科
学
大
最
大
被
害
は

21
時
30
分
こ
ろ
の
津
波

東北地方太平洋沖地震発生
気象庁から千葉県九十九里・外房に「津波
警報」が発表される。津波の第１波の到達予
想時刻は15時20分、予想される高さは２ｍ
防災行政無線により、銚子市全域に「避難
勧告」を発令
銚子に津波の第１波が到達、高さは0.4ｍ
「津波警報」から「大津波警報」（予想され
る高さは３ｍ）に変更
「大津波警報」（予想される高さは10ｍ以
上）に変更
銚子に津波の最大波が到達、高さは2.4ｍ

13時50分
16時30分

「大津波警報」から「津波注意報」に変更
「避難勧告」解除

平成23年３月13日
17時58分 「津波注意報」解除

浸水範囲

3月11日 3月12日



地
震
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

地
震
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

津
波
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

津
波
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

日
本
列
島
は
、海
側
の
プ
レ
ー

ト（
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
・
フ
ィ
リ

ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
）と
陸
側
の
プ

レ
ー
ト（
北
米
プ
レ
ー
ト
・
ユ
ー

ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
）の
４
つ
の
プ

レ
ー
ト
が
重
な
り
あ
う
上
に
位

置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
陸
側
の
プ
レ
ー
ト
に

海
側
の
プ
レ
ー
ト
が
沈
み
こ

み
、プ
レ
ー
ト
間
に
ひ
ず
み
が

た
ま
り
、そ
の
ひ
ず
み
が
元
に

戻
ろ
う
と
し
た
と
き
に
発
生

す
る
の
が
海
溝
型
地
震
で
す
。

過
去
に
、千
葉
県
に
大
き
な

津
波
被
害
を
も
た
ら
し
た
延

宝
地
震（
１
６
７
７
）・
元
禄
地

震（
１
７
０
３
）や
、今
回
の
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
は
海

溝
型
地
震
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

■
特
徴

地
震
の
規
模
が
巨
大

Ｍ
８
・
０
を
超
え
る
場
合
が

あ
る
。

周
期
的
に
発
生

百
年
か
ら
数
百
年
の
間
隔

で
繰
り
返
し
発
生
す
る
。

津
波
の
原
因
に

震
源
が
浅
い
場
合
、津
波
を

引
き
起
こ
す
。

タ
イ
プ
Ⅰ 

海
溝
型
地
震

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

Ｍ
６・９
の

直
下
型
を
想
定

木
造
家
屋
の
全
壊
率
は
震
度
６
強
か
ら
急
増

内
陸
型
地
震
は
、直
下
型
地

震
と
も
言
わ
れ
、活
断
層
が
原

因
と
な
る
地
震
で
す
。

プ
レ
ー
ト
の
沈
み
込
み
な

ど
の
影
響
を
受
け
て
内
陸
の

プ
レ
ー
ト
が
ひ
ず
む
こ
と
な

ど
に
よ
り
蓄
積
さ
れ
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
、地
下
の
浅
い
場
所

で
活
断
層
を
破
壊
さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
発
生
し
ま
す
。

平
成
７
年
に
阪
神
・
淡
路
大

震
災
を
引
き
起
こ
し
た
兵
庫

県
南
部
地
震（
Ｍ
６
・
９
）や
、

平
成
23
年
２
月
に
起
き
た

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
地
震

（
Ｍ
６
・
３
）が
内
陸
型
地
震
に

分
類
さ
れ
ま
す
。

■
特
徴

非
常
に
激
し
い
揺
れ

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
規
模
は

海
溝
型
地
震
に
及
ば
な
い
が
、

震
源
が
陸
地
の
真
下
と
な
る

た
め
、非
常
に
激
し
い
揺
れ

を
引
き
起
こ
す
。

日
本
全
国
で
起
こ
る
可
能
性

活
断
層
が
地
表
に
あ
ら
わ

れ
て
い
な
い
場
所
で
も
、震

源
と
な
り
地
震
が
発
生
し

て
い
る
。

平
成
22
年
３
月
に
作
成
さ
れ

た「
銚
子
市
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」は
、銚
子
で
Ｍ
６
・
９
の
直
下

型
地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
予

想
最
大
震
度
を
示
し
て
い
ま
す
。

実
際
に
は
、銚
子
で
直
下
型
地

震
を
引
き
起
こ
す
と
考
え
ら
れ

る
活
断
層
は
発
見
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
想

定
し
て
い
る
地
震
が
起
き
る
確

率
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、過
去
の

例
か
ら
、可
能
性
が
全
く
な
い
と

は
言
え
ま
せ
ん
。「
大
丈
夫
だ
ろ

う
」と
い
う
安
易
な
発
想
は
禁
物

で
す
。

津
波
は
、海
底
地
形
が
変
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、海
面
が
隆

起
・
沈
降
し
、そ
の
海
面
変
化

が
大
き
な
波
と
な
っ
て
広
が

る
こ
と
に
よ
り
発
生
し
ま
す
。

原
因
と
し
て
は
、火
山
噴
火
、

地
滑
り
に
よ
る
も
の
も
あ
り

ま
す
が
、最
も
多
い
の
は
地
震

に
よ
る
も
の
で
す
。

津
波
が
発
生
す
る
目
安
は
、

海
溝
型
地
震
で
、震
源
の
深
さ

が
40
キ
ロ
よ
り
浅
い
場
所
、地

震
の
規
模
が
Ｍ
６
・
３
以
上
で

あ
る
こ
と
で
す
。

■
特
徴

人
間
の
足
で
は
逃
げ
切
れ
な
い

水
深
が
深
い
場
所
で
は

ジ
ェ
ッ
ト
機
並
み
、海
岸
付

近
で
も
時
速
約
36
キ
ロ
あ

り
、津
波
が
見
え
て
か
ら
逃

げ
よ
う
と
し
て
も
遅
い
。

第
１
波
が
最
大
と
は
限
ら
な
い

何
度
も
繰
り
返
し
襲
っ
て
く
る

銚
子
漁
港
の
津
波
波
高
グ

ラ
フ（
図
２
）か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
、長
時
間
に
わ
た

り
第
２
波
、第
３
波
と
繰
り

返
し
襲
っ
て
く
る
。

タ
イ
プ
Ⅱ 

内
陸
型
地
震

木
造
家
屋
は
、図
４

の
と
お
り
震
度
６
強
か

ら
急
激
に
全
壊
す
る
割

合
が
高
く
な
り
ま
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
は
、銚
子
の
大
部
分

は
予
想
最
大
震
度
が

６
弱
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、震
度
６
強
が
予

想
さ
れ
る
場
所
も
あ

る
の
で
、安
心
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

■図３ 銚子市地震ハザードマップ

■図４ 震度と木造家屋の全壊率の関係

（内閣府「地震防災マップ作成のすすめ」をもとに作成）

5.0 5.2
震度5強

銚子市の震度
（東日本大震災）

銚子市の震度
（ハザードマップ）

旧築年：昭和35年以前
中築年：昭和36年～昭和55年
新築年：昭和56年以降

震度6弱 震度6強 震度7
5.4 5.6 5.8 6.0 6.2 6.4 6.6 6.8 7.0

100%

90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%
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特 集 地震・津波から身を守るために

地
震
に
は
準
備
が
有
効

津
波
に
は
避
難
が
有
効

地
震
は
震
度
６
を
想
定

津
波
は
30
分
以
内
に
到
達

費
用
や
時
間
は
か
か
っ
て
も〝
す
る
べ
き
対
策
〞を
！

費
用
や
時
間
は
か
か
っ
て
も〝
す
る
べ
き
対
策
〞を
！

（表3）災害と避難の関係

災害 事前避難 避難の
きっかけ

避難中の
危険性

避難による
犠牲者軽減効果

 地震 困難 明確 あまりない あまりない
 津波 可能 明確 あり あり
 洪水 可能 不明確 あり あり
 土砂 可能 不明確 あり あり

（表４）今後起こると予想される地震・津波による銚子の被災想定
■海溝型地震（延宝・元禄地震の再来）

（出典）牛山素行・片田敏孝「2009年８月佐用豪雨災害の教訓と課題」

揺れ

津波

最大震度 ５強（東日本大震災と同程度）
揺れの継続時間 数分間（東日本大震災と同程度）

（表５）銚子で地震が発生した際想定される被害とその対策

地震・津波に対して 銚子市民がとるべき行動

揺れ出してからの対応は困難。
耐震化や避難経路の確保など、命を守る準備を！

想定される被害

地震対策

津波警報を確認したら、できる限り迅速に避難を！
避難したら、警報などが解除されるまで戻らない。

津波対策

対策
老朽家屋の倒壊

家具などの転倒・落下

ブロック塀の倒壊
自動販売機の転倒
屋外落下物
　（窓ガラス・外装材・屋外広告物など）

道路閉塞
火災の発生

耐震診断、耐震化を行う
転倒・落下が予想される家具を確認し、
撤去、または転倒・落下を防止する措置を行う

通学路・通勤路など、よく通る道では、
地震に遭遇しても被害にあわないよう
経路の安全を確認をしておく

避難経路の確認
初期消火対策（消火器の設置など）

高さ 不明（東日本大震災より高いと予想される）
津波の到達時間 30分前後（東日本大震災と同程度）

■内陸型地震（直下型の地震）

揺れ

津波

最大震度 ６強（東日本大震災より大きい）
揺れの継続時間 長くて数十秒間

ほぼ起こらない 

も
し
、地
震
が
起
き
た
ら
、

私
た
ち
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

で
し
ょ
う
か
。

個
人
が
で
き
る
こ
と
は
、ま

ず
生
命
を
守
る
こ
と
。そ
し
て
、

被
害
を
想
定
し
、そ
れ
を
回
避

す
る
た
め
の
準
備
を
す
る
こ

と
で
す
。

で
は
、ど
の
よ
う
な
準
備
を

す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。災

害
と
避
難
の
関
係（
表
３
）を

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

地
震
に
関
し
て
は
、事
前
避

難
は
困
難
で
あ
り
、耐
震
化
な

ど
事
前
対
策
が
有
効
で
す
。

し
か
し
、津
波
に
関
し
て
は
、

ま
ず
避
難
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。準
備
が
で
き
て
い
な
く

て
も
、地
震
発
生
後
で
十
分
間

に
合
い
ま
す
。

千
葉
県
で
は
、過
去
、延
宝
・

元
禄
地
震
に
よ
っ
て
多
く
の

犠
牲
者
が
出
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
地
震
に
よ
る
銚

子
の
最
大
震
度
は
、過
去
の
記

録
か
ら
５
強
ま
で
。ま
た
、千

葉
県
の
津
波
浸
水
予
測
の
結

果
か
ら
、地
震
発
生
か
ら
津
波

が
到
達
す
る
ま
で
の
時
間
は
、

30
分
前
後
で
す
。ま
ず
、銚
子

市
民
の
皆
さ
ん
が
と
る
べ
き

津
波
対
策
は
、地
震
発
生
か
ら

3
分
以
内
に
発
表
さ
れ
る
津

波
警
報
を
確
認
し
た
ら
、で
き

る
限
り
早
く
高
台
に
避
難
す

る
こ
と
で
す
。

次
に
、地
震
は
全
国
ど
こ
で
も

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
Ｍ
６・

９
の
直
下
型
地
震
を
想
定
し
ま

す
。市
内
の
大
部
分
は
震
度
６
弱

で
す
が
、部
分
的
に
震
度
６
強
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

理
想
的
に
は
、震
度
６
弱
・

強
レ
ベ
ル
の
耐
震
化
を
行
う

こ
と
で
す
が
、地
震
発
生
の
際

想
定
さ
れ
る
被
害
と
そ
の
対

策（
表
５
）を
参
考
に
、自
分
の

身
の
回
り
に
置
き
換
え
て
防

災
対
策
を
講
じ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

藤
本
さ
ん
は
最
後
に「
東
日

本
大
震
災
の
発
生
ま
で
、私
個

人
は
、『
で
き
る
対
策
か
ら
始
め

る
』と
い
う
ス
タ
ン
ス
だ
っ
た
。

だ
が
、今
回
の
震
災
で
、そ
う
し

た
対
策
は
役
に
立
た
な
い
場
合

が
あ
る
こ
と
を
思
い
知
っ
た
。

時
間
と
費
用
が
か
か
っ
て
も
、

身
の
回
り
の
被
害
を
想
定
し

〝
す
る
べ
き
対
策
〞
を
行
う
。

生
命
を
守
る
た
め
に
、市
民
の

皆
さ
ん
に
は
意
識
を
高
め
、必

ず
行
動
に
移
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
の

申
請
期
間
を
延
長

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
の

申
請
期
間
を
延
長

問
合
せ　

地
域
協
働
課
☎（
24
）８
１
９
３

空
間
放
射
線
量
測
定
器
の
無
料
貸
し
出
し
を
開
始

空
間
放
射
線
量
測
定
器
の
無
料
貸
し
出
し
を
開
始

予
約
・
問
合
せ　

地
域
協
働
課
☎（
24
）８
１
９
３

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
市
内
の

放
射
線
量
を
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
１
月
４
日
㈬
か
ら
空
間
放
射
線

量
測
定
器
の
無
料
貸
し
出
し
を
始
め
ま

す
。

　
■
受
付
・
貸
出
開
始

１
月
４
日
㈬　

８
時
30
分
か
ら

（
地
域
協
働
課
へ
電
話
ま
た
は
来

庁
）

■
対
象
者

市
内
に
住
所
や
固
定
資
産
を
有
す

る
個
人
・
団
体

■
受
付
・
貸
出
場
所

市
役
所
２
階 

地
域
協
働
課

■
貸
出
機
器

簡
易
型
空
間
放
射
線
量
測
定
器

（
Ｒ
Ｄ
Ｓ―

30
）

■
貸
出
台
数

２
台

■
貸
出
時
間

１
回
１
台
３
時
間
以
内

①
９
時
〜
12
時

②
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

■
返
却

測
定
後
速
や
か
に
返
却
し
て
く
だ

さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

●
申
請
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

●
個
人
の
場
合
は
、
運
転
免
許
証

な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

●
団
体
の
場
合
は
、
社
員
証
や
団

体
な
ど
の
所
在
が
確
認
で
き
る

書
類

■
ご
注
意
・
お
願
い

●
食
品
や
水
、
土
な
ど
の
測
定
は

で
き
ま
せ
ん
。

●
第
三
者
へ
の
転
貸
は
で
き
ま
せ

ん
。

●
測
定
場
所
は
市
内
に
限
り
ま
す
。

●
不
注
意
な
ど
に
よ
り
測
定
器
を

破
損
・
紛
失
し
た
場
合
は
、
修

理
費
な
ど
を
ご
負
担
い
た
だ
き

ま
す
。

国
の
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
う
ち
、
基
礎
支
援
金
の

申
請
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

り
災
証
明
書
で
半
壊
の
判
定
を
受
け
た
方
で
、
住
宅
を
解

体
さ
れ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
延
長
さ
れ
た
申
請
期
間　

平
成
25
年
４
月
10
日
ま
で

な
お
、
銚
子
市
地
震
災
害
被
災
住
宅
補
助
金
と
液
状
化
等

被
害
住
宅
再
建
支
援
金
に
つ
い
て
も
、
国
と
同
様
に
申
請
期

間
を
延
長
す
る
予
定
で
す
。

（単位：1時間当たりマイクロシーベルト）

測定地点名

銚子市君ケ浜
（君ケ浜しおさい公園） 砂

土

土

土

土

土

銚子市後飯町
（後飯町公園）
銚子市清川町

（清川町第一公園）
銚子市長塚町

（長塚町運動広場）
銚子市猿田町

（猿田地区コミュニティ広場）
銚子市豊里台

（豊里台緑が丘公園）

地面の
形状 測定日・天候 測定値

1.0m 0.5m

千葉県測定マニュアルに基づく
空間放射線量の測定結果
千葉県測定マニュアルに基づく
空間放射線量の測定結果

■問合せ　生活環境課☎(24)8910

無料貸し出しのながれ
①貸出日時を予約
地域協働課へ電話、または来庁し、
貸出日時を予約
　　⇩
②貸出日当日
申請書および身分証明書などを持参 
　　⇩
③返却
貸出時間内に地域協働課へ返却

▲貸出機器（RDS-30）

12/5 晴
12/15 晴
12/5 晴
12/15 晴
12/5 晴
12/15 晴
12/5 晴
12/15 晴
12/5 晴
12/15 晴
12/5 晴
12/15 晴

0.08
0.08
0.11
0.11
0.13
0.13
0.12
0.12
0.11
0.12
0.11
0.11

0.08
0.08
0.11
0.11
0.13
0.13
0.12
0.12
0.12
0.12
0.10
0.11


